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　　　　　　日本気象学会2002年度春季大会

謬：：鷲鍔3騨繋鰹蝋妾木町1羽ソニ．クシテ．ビル）

大会実行委員会担当機関：国立極地研究所
大会実行委員長　　　　：山内恭

当日の会場への連絡先：大会実行委員会事務局（大宮ソニックシテイ7階会議室702号）

　　　　　　　細縄悌號簾篠轟覇霧羅議室，。2号、と明記して下醐

　　　　　　　　　　　　　　　　　会場案内図

　　　　　　　　（詳細については一を参照して下さい）

大宮ソニツクシティ鉄道案内図
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　　　　　　　　　　　　　　奪　　　財団法人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県産業文化センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒鵡1崎玉県大富市横木町1丁目7番塘5ソニックシティピル5F

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　實048る474111
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大会行事予定

A会場　　　　小ホール（2階）
B会場　　　　市民ホール401＋402（4階）
C会場　　　　市民ホール403（4階）
D会場　　　　市民ホール404（4階）
ポスター会場：展示場（B1階）

総会・シンポジウム会場：小ホール（2階）

受付
大会事務室
懇親会

市民ホール401－404前（4階）
会議室702（7階）
市民ホール403＋404（4階）

（）は講演数，ポスター発表は概要紹介後ポスター会場で講演

A会場 B会場 C会場 D会場
5月22日 09：30～ 専門分科会： 専門分科会： 専門分科会： 専門分科会：

（水） 13：00 （15，A101～AI　l5） （12，BlO1～B112） （15，C101～Cll5） （8，D101～D108）
（　4，P192～P195） （　5，P187～P191）

「気象学における地球 「熱帯対流圏界面・ rウインドプロフアイ 「夏の天候と東アジァ

環境問題」 遷移層」 ラは如何に進歩し、 の循環場」

発展するのか」

14：00～ 一般口頭発表： 一般ロ頭発表： 一般ロ頭発表：

17：00 （11，A151～A161） （10，B151～B160） （11，Cl51～C161）

ポスター概要紹介： ポスター概要紹介： ポスター概要紹介：

（29，　P101～P129）
キーワード：大気境界

（29，　Pl30～P158）
キーワード：降水シス

（28，P159～P186）
キーワード：気候シス

層，降水システム　他 テム，物質循環　他 テム，中高緯度大気他

5月23日 09：15～ 一般口頭発表： 一般ロ頭発表： 一般ロ頭発表：
（木） 12：15 （10，A201～A210） （10，B201～B210） （11，C201～C211）

ポスター概要紹介： ポスター概要紹介： ポスター概要紹介：

（32，P201～P232） （32，　P233～P264） （31，P265～P295）
キーワード：熱帯大気， キーワード：降水シス キーワード：気候シス

中層大気　他 テム，物質循環　他 テム，相互作用　他

B：15～ 総会
15：35 学会賞・藤原賞受賞記念講演

15：45～ シンポジウム「21世紀の極域科学一今なぜ南極観測なのか一」

17：45 司会：和田誠 基調講演：山内恭，橋田元，松原廣司，大島慶一郎，青木周司，岩坂泰信，佐藤薫

18：00～ 懇親会
20：00

5月24日 09：15～ 一般ロ頭発表： 一般ロ頭発表： 一般ロ頭発表：
（金） 12：30 （12，B301～B312） （12，C301～C312） （13，D301～D312）

ポスター概要紹介： ポスター概要紹介： ポスター概要紹介：

（32，P301～P332）
キーワード：降水シス

（32，P333～P364）
キーワード：大気力

（31，P365～P395）
キーワード：観測手

テム，気象予報　他 学，観測手法他 法，放射　他

13：30～ 専門分科会： 専門分科会： 専門分科会：

17：00 （16，B351～B366） （11，C351～C361） （9，D351～D359）

「亜熱帯・熱帯東アジア 「新しい気象観測方法 r　GPS気象学」

の降水活動と陸面過 と未来の天気予報」
程」

発表件数：466件（専門分科会86，口頭発表95，ポスター285）　　　　　　　　口頭発表の講演・質疑時問：4分と1分

大会参加費：郵便振替による前納の場合　一般会員2，000円，学生会員1，000円；
　　　　　　当目受付の場合は　　　　　一般会員3，000円，学生会員2，000円，非会員3，000円．

懇親会費　＝郵便振替による前納の場合　一般会員5，500円，学生会員4，500円；
　　　　　　当目払いの場合は　　　　　一般会員6，000円，学生会員5，000円，非会員6，000円．

大会当日は混雑しますので，極力前納されるようお願いします．
なお郵便振替用紙はr天気」2001年12月号の末尾に挿入されたものを使い，5月9日までに振り込んで下さい・

　当大会予稿集に掲載された研究発表の文章・図表を複製あるいは翻訳して利用する場合には，目本気象学会の文書による・利用
許諾を得た上で出所明示して利用しなければなりません．ただし著作者自身による利用の場合は，利用許諾の申請は不要です・

　　　本プログラムの記載内容に関する問い合わせは，〒305－0052茨城県つくば市長峰1－1気象研究所予報研究部内講演企画委員会

　　　（e－mai1：0rg－msj＠mriづma．gojp）まで．
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　・持ち時間は各分科会毎に決められています．詳細は各分
　科会のプログラムをご覧下さい．

講演の方法

　　　　　　の

　・各口頭会場で概要紹介（1件30秒以内）の後，ポスター
　会場で講演を行います．

　・奇数番号の発表者は11：00－11：30（大会1日目は15：30－
　16：00），偶数番号の発表者は11：30－12：00（大会1日目は
　16：0046：30）には必ずポスターの前にいてください．

　・講演者はポスターに表題と著者名を明記して下さい

　・ポスター発表の一人当たり使用可能面積は，幅0．9m×高
　さ2．1mとなっています．ポスターの掲示の際，画鋲とセロ
　テープが使用可能です．これらは各自で用意して下さい．

　・ポスターの掲示可能時間は各目ともに09：15－17：30です．

一　　口

　・持ち時間は5分（講演4分・質疑1分）です．

　　　用について
・全ての口頭発表会場（ポスター概要紹介を含む）でOH
Pが使用できます．

・一般ロ頭発表及びポスター概要紹介ではOHP以外
の機器は使用できません．

・OHP以外の機器は，専門分科会及びポスター会場にお
いて，講演申込時に使用する旨を届け出ていた講演者
のみが使用できます．

・PCプロジェクターを使用する際は予め以下の点をご
了承ください．

一パソコンは各自で持参して下さい．会場にはプロジ
　ェクターおよび接続ケーブルのみを準備し，パソコ
　ンは用意しません．

一接続の確認は休み時間などを利用して講演者の責任
　で行っておいてください．なお，接続に要する時間も
　講演時間に含まれますので，そのつもりで準備して
　置いてください

一突然の故障や接続ができないなどのトラブルが発生
　した場合も考慮して，最低限の発表が出来るだけの
　OHPシートも用意しておいてください．トラブルが
　生じて講演が不可能になった場合，実行委員会およ
　び講演企画委員会は一切の責任を負いません．

　　　　　　　　総　会

日時：大会第2日（5月23日）13：15～
会場：大宮ソニックシティ小ホール

議事次第：

　1．開会の辞
　2．議長選出
3．理事長挨拶
4．学会賞授与
5．藤原賞授与

　6．2001年度事業報告

7．2001年度会計報告
8．2001年度監査報告

9．2002年度日本気象学会総会議案
10．2002年度事業計画案

lL2002年度予算案の審議
12．議長解任

　　　　　　シンポジウムr21世紀の極域科学一今なぜ南極観測なのか』
　　　　　　　　　　　　　　　日時：大会第2日（5月23日）15：45～17：45
　　　　　　　　　　　　　　　会場：大宮ソニックシティ小ホール
　　　　　　　　　　　　　　　司会：和田　誠（国立極地研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨

　南極観測開始40余年．まだ南極観測を続けているのですかと問われることもあります．現在，第43次南極地域観測隊が
越冬観測に励んでいるのですが．．．

　極域は，地球温暖化やオゾンホールなど，人間活動の地球気候への影響が顕著な領域として位置付けられます．気候変化

に多くの人々の関心が集まっている中，改めて，これまでの南極観測を振り返り，科学観測として将来に向けて継承すべきこ

とや新たに発展させるべきことについて議論することは意義深いと考えられます．本大会シンポジウムでは，南極観測をテ

ーマとして，21世紀の極域研究のあり方や，極域科学の魅力について討論しましょう．

基調講演

　1）「南極観測の過去・現在・未来」

　　「ビデオ：南極観測隊員の1年」

　2）「気象庁の南極観測の取り組み」

　3）「南大洋域の観測の重要性」

　4）「地球規模の二酸化炭素循環一南極観測から明らかになったこと」

　5）「南極成層圏の水とエアロゾル：大気化学過程に与える影響を考える」

　6）「新しい南極観測、南極昭和基地大型大気レーダー計画」

総合討論

山内恭（国立極地研究所）

橋田元（国立極地研究所）

松原廣司（気象庁）

大島慶一郎（北海道大学）

青木周司（東北大学）

岩坂泰信（名古屋大学）

佐藤薫（国立極地研究所）
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研究会のお知らせ

大会期問中とその前後に以下の研究会が予定されています．興味のある方はご自由にご参加下さい．

　19ロメソ　　　　　ム
目時：2002年5月21日（火）（大会前目）13：00－16：00

場所：気象庁講堂（2階）

テーマ：「梅雨期の九州に見られるメソ対流系」

世話人：嘉騒鞭鉱鷺穰魏饗辮野循
コンビーナ：加藤輝之（気象研究所）
　　　　　　TEL：0298－53－8636，FAX：0298－53－8649，
　　　　　　E－mail：tkato＠mri→ma．gojp

話題：

1）金田幸恵（名大地球水循環研究センター）：長崎半島
　周辺における停滞性降雨帯（諌早ライン）の構造と発
　達過程に関する研究
2）吉崎正憲（気象研究所）：1998年6月26日に九州西部

世話人：笠井康子（通総研），川上修司，河本望（NASDA／EO
　　　　RC），杉田考史（環境研），村田功（東北大）

連絡先：村田功（東北大）
　　　　TEL：022－217－5776　　FAX：022－217－5775
　　　　E－mail：murata＠pat．geophys．tohoku．acjp

シンポジムr21 の の’

で見られた地形性降水バンド（長崎ライン）に関する解研究環境を作り出すために，講演と総合討論により議論を
析と数値実験　　　　　　　　　　　　　　　　　深めたいと思います．関心のある方は是非お集まり下さい．

3）田代誠司（気象庁予報課）：レーダーデータを用いた甑
　島風下側に形成される線状降水システムの解析
4）手柴充博（京都大学宙空電波科学研究センター）：境
　界層レーダを用いた梅雨前線近傍のメソスケール擾乱
　（甑島ライン）に関する研究
5）茂木耕作（名大地球水循環研究センター）：プロジェ

　クトX－BAIU－99が捉えた梅雨前線の実態～二本の
　線状降水域の起源を探れ：水蒸気前線の発見～
6）加藤輝之（気象研究所）：1999年に福岡に豪雨をもた

　らせたメソ対流系の発生機構とその構造
詳細なプログラムが決定次第，
　ht：／／www1．neweb．ne．’／wb／crest－mcs／MSJ／mesol9．html

目時：2002年5月22目（水）16：00－19：00

場所：大宮ソニックシティ市民ホール404（大会D会場）

概要＝　21世紀を迎えた今日，気象学研究者の周辺にお
いても，大学や研究所の法人化，省庁合併，新しい型の研究
機関の創設など，情勢は大きく変動しています．このシン
ポジウムでは，まず，大学や研究所の実態をアンケート調
査した結果を報告します．さらに，法人化など，大学・研究
所などの動向を把握するとともに，我々にとってより良い

講演予定題目：大学・研究所に対するアンケート結果
　　　　　　　大学の現状と法人化
　　　　　　　研究所の現状と法人化
　　　　　　　総合討論
コンビーナー：松田佳久（気象研連委員，東大理），
　　　　　中島映至（気象研連委員，東大気候システム）

連絡先：松田佳久
　　　　TEL：03－5841－4294
　　　　E－mail：matsuda＠eps．s．u－tokyo，acjp

に掲　しま

3口 モールフ　ー一ム
日時＝2002年5月21日（火）16：00－18：00（大会前日，メソ
　　　気象研究会の後）

場所：気象庁講堂（2階）

概要：気象庁モデルフォーラムは、モデル開発に関わる
事柄を中心に、研究者同士、また気象庁開発者との技術
交流の場として、気象庁が開催するものです。数値予報
モデルを用いた研究に興味のある方はどなたでも、当目
お越しください。参加費は無料です。

話題：数値予報研究開発プラットフォームについて，他
（詳しくはhtt：／1行．kishou．o．’／o　en／md愉m．htmをご参照く

ださい）

問い合わせ先：藤田司（気象庁数値予報課）
　　　　　　　TEL：03－3212－8341（内線3305）
　　　　　　　E－mail：f吋ita＠npd．kishou．gojp

　、ン　　　　　ム

日時：2002年5月22目（水）セツション終了次第2時間
　　　程度

場所：大宮ソニックシティ市民ホール403（大会C会場）

内容：「対流圏・成層圏H，O観測の現状と今後　～同
位体比測定の有効性～」をテーマに以下のお二方に講演
をお願いしております．対流圏／成層圏の力学／化学／放射
過程に興味を持っ方々のご参加をお願いします．

講演者1：庭野将徳（北大地球環境）　「HALOE，MLS等
　　　　　のH・0観測からの対流圏・成層圏の最近の
　　　　　トピック」

講演者2：今須良一（東大CCSR）　「ADEOS／lMGからの
　　　　　H、O同位体観測とその応用」

　　．　　も　　　　　　　　　　△『
　　　　ぜ
日時＝2002年5月24目（金）17：15～2時間程度
場所＝大宮ソニックシティ市民ホール404（大会D会場）

話題：

1．　一般講演：極渦縁辺領域の微細構造と物質混合

「極渦を想定した流れにおけるカオス移流による微細構
　造の生成」
　水田亮（京大理）

「極渦縁辺領域に捕捉された小規模波動擾乱」
　冨川喜弘（東大先端研）

2．　2002年冬季北極観測報告

「北極航空機観測（AAMPO2）」
　山内恭（極地研）

rSnowWhiteAtNy．Aalesund（SWAN2002）一北極における
　水蒸気ゾンデ観測キャンペーンの速報」
　藤原正智（京大宙空研）
前半は極渦変動に関する一般講演です．冬季～春季に現れ
る周極渦によって極域成層圏は孤立し低温となり，南極で
はオゾンホールが形成される一因となります．強い極夜ジ
ェットを境界とする極渦内外の大気交換は，主にプラネタ
リー波の砕波に伴って形成される微細構造を介して行わ
れると考えられています．今回は，極渦縁辺領域に見られ
る微細構造と物質分布に関する最新の研究を2名の方に
紹介して頂きます．後半は先の冬に行われた北極域の観測
の報告をして頂きます．

代　表：木村龍治（東大海洋研）
世話人：平沢尚彦（国立極地研），中村尚（東大理学部），
　　　浮田甚郎（NASA），高田久美子（地球フロとティア），
　　　阿部彩子（東大気候システム），佐藤薫（国呈極地研），

　　　本田明治（地球フロンティア）
問い合わせ先＝平沢尚彦（国立極地研究所）
　　　　　　　TEL：03－3962－5904　FAX：03－3962－5704
　　　　　　　e－mail：hira＠nipLacjp
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会場配置図
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【移動方法】

受付へ：大宮駅より2Fの歩行者通路を使い，矢印①によりソニックシティビル2F入ロを入り，

　　　　エスカレータで4Fへ．
B，C，D会場からA会場へ：4Fよりエスカレータで2Fへ．そして，

　　　　矢印②により1Fへでて，ホールのエレベータ④で2Fへ
B，C，D会場からポスター会場へ：低層階用エレベーターでBFへ
A会場からポスター会場へ：
　ア）ホール2Fよりエレベータ④で1Fへ．イベント広場（外）の階段を下り，BF展示場入りロ③ヘ

　イ）ホール2Fよりエレベータ④で1Fヘソニックシティビル内に入りエレベータでBFへ

保育施設斡旋について

　大会実行委員会では，会場周辺の公立，民間の託児施設に関する情報収集を行ってきています．利用を希望される方，或いは
情報提供を希望される方は下記の担当者までご連絡下さい．例年通り，経済的な援助についても検討していますので，併せてお
知らせいたします．

　連絡先：平沢尚彦（国立極地研究所）E－mail：hira＠nipmcjp，TEL：03－3962－5904，FAX：03－3962－5704

秋季大会の予告

　2002年度秋季大会は，2002年10月9日（水）～11日（金）に北海道大学で開催されます．発表申し込み締め切りは2002年7月
下旬頃となる予定です．
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大会第1日〔5月22日〕9：30～13：00
　　　　　　　　　　　A会場

専門分科会『気象学における地球環境問題』
　獄～は講演者を表す．【PI＝PCプロジェクター使用予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：田中浩（名大院環境）

第一部（9：30－9：50）

　　　　　A101騰（産総研）・横内陽子（環境研）他1名波照間の観測に基づくハロカーボン類の排出分布の推
　　　　　　　　定可能性についてIPl

　　　　　AlO2撚・植田洋匡（京大防災研）他2名東アジアにおける対流圏エアロゾルの挙動一化学組成の
　　　　　　　　地上観測とモデルー

第二部（9：50－10：50）

　　　　　A103黙（環境研）気候変動とエアロゾル研究IP】

　　　　　A104灘（地球フロンティア）陸域生態系の炭素循環【PI

　　　　　A105騰（地球フロンティア）海洋と古気侯変動：多階層にわたる気候モデルによるアプローチ

　　　　　A106灘（地球フロンティア）・高橋潔（環境研）他2名地球温暖化の影響対策研究から見た気侯モデ
　　　　　　　　ルの研究IP】

第三部（10：50－12：50）

　　　　　A107顯瓦（東大気侯システム）地球環境問題に対してどう取り組むか？

　　　　　A108羅（総合地球環境学研）地球温暖化問題の学際的研究

　　　　　A109懸（気象研）地球温暖化予測研究の最先端IPl

　　　　　A110繍（東大気候システム）気侯の自然変動研究一より高いリアリズムをめざして

　　　　　A111嚢慶農（東大先端研）大気化学とアジア・地球規模の環境問題

　　　　　A112顯（奈良女子大理）成層圏化学の残された課題IP】

　　　　　All3磁・安形康（東大生産研）他3名地球環境問題としてのグローバルな水循環と世界の水資源【P】

コメント（12：50－13：00）

　　　　　Al14灘（長崎大環境）地球環境研究の現状と課題一長崎大学環境科学部の場合一

　　　　　A115蕪（地球フロンティア）環境科学と社会
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大会第1日〔5月22日〕9：30～13：00
　　　　　　　　　　　B会場

専門分科会r熱帯対流圏界面・遷移層』
L～～は講演者を表す．【P】＝PCプロジェクター使用予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：塩谷雅人（京大宙空電波）

09：30－09：451B101繍（京大宙空電波）熱帯対流圏界面・遷移層

09：45－10：001B102慶麟（京大宙空電波）熱帯における成層圏対流圏大気交換過程：大規模擾乱の役割

10：00－10：151B103灘（京大宙空電波）赤道域におけるラジオゾンデ観測で見られた対流圏界面付近の大気変動

10：15－10：30i　BlO4風杢臆・荻野慎也（神戸大自然）他4名インドネシア対流圏界面の経年変化

10：30－10：451BlO5燃・山崎孝治（北大院地球環境）「成層圏の泉」に関するAGCMを用いた再考察

10：45－11：001B106日向直人（茨城大院理工）・撒（茨城大理）他1名熱帯対流圏界層（TTL）におけるLagrange的
　　　　　　　　循環とオゾン変動【Pl

11：00－11：101休憩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：長谷部文雄（茨城大理）

11：10－11：251BlO7須慶搬・高橋正明（東大気候システム）他1名熱帯対流圏界領域・上部対流圏におけるオゾン収
　　　　　　　　支：全球3次元化学モデルを用いた考察【PI

11：25－11：401BlO8瀧（地球フロンティア）熱帯上部対流圏における水蒸気と雲の放射効果、および温暖化におけ
　　　　　　　　る問題【P】

11：40－11：501B109嚥慶（北大院地球環境）・塩谷雅人（京大宙空電波）MLSとCLAESから得た上部対流圏の水蒸気
　　　　　　　　と絹雲について

11：50－12：051BllO嚥・西憲敬（京大院理）他1名熱帯域大規模雲クラスターに伴う上層層状雲の形態的特徴【PI

12：05－12：201BIll麟・サイプルハムディ（名大環境）他2名圏界面直下の薄い巻雲層

12：20－12：351BIl2灘・伊藤友和（福岡大理）他9名エアロゾルからみた赤道域丁一S遷移層一ジャワ島上空のin－
　　　　　　　　situ気球観測を中心として一

ポスター概要紹介（12：35－12：50）

　　　　　　P192繍（北大院地球環境）・塩谷雅人（京大宙空電波）SHADOZオゾンゾンデデータを用いた熱帯
　　　　　　　　上部対流圏オゾン分布に関する研究

　　　　　　P193櫨（北大院地球環境）・塩谷雅人（京大宙空電波）赤道対流圏界面付近にみられるケルビン波活
　　　　　　　　動性の時空間変動

　　　　　　P194蹴・山崎孝治（北大院地球環境）他2名亜熱帯北太平洋西部のオゾン極小について

　　　　　　P195騰・橋口浩之（京大宙空電波）他7名赤道大気レーダーによる熱帯対流圏界面近傍の大気観
　　　　　　　　測
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　　　　　　　　　　　　　大会第1日〔5月22日〕9：30～13：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C会場

　　　　専門分科会rウィンドプロファイラは如何に進歩し、発展するのか』
　　　　　　　　　　　　　蝋～は講演者を表す．IPI＝PCプロジェクター使用予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：橋ロ浩之（京大宙空電波）

09：30－09：501C101撚（京大宙空電波）大気レーダーの新展開

09：50－10：041C102雛・深尾昌一郎（京大宙空電波）他8名京大RASCにおける境界層レーダー・下部対流圏レ
　　　　　　　　ーダー開発

10：04－10：181ClO3撒（通総研）通信総合研究所におけるウィンドプロファイラの開発および観測について

10：18－10：321C104繍（大阪電通大）・中山大学（神戸大自然）他4名MU・気象レーダー観測によるサブシノプテ
　　　　　　　　ィック低気圧近傍の鉛直流・降水システムの階層構造【PI

10：32－10：461C105獺（福島大教育）福島大学ウィンドプロファイラによる大気計測

10：46－11：001C106騰・足立アホロ（気象研）他1名ウインドプロファイラーのポテンシャルー風・巻雲・降水
　　　　　　　　の観測一

ll：oo－11：141clo7漱・栗本健治（京大宙空電波）他2名大気レーダーによる水蒸気プロファイルの観測

11：14－11：281C108謙（極地研）ウィンドプロファイラによる重力波観測と極地研の計画【P】

11：28－11＝38i休憩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：石原正仁（気象庁高層室）

11：38－11：521C109加藤美雄・礁（気象庁高層気象）他5名気象庁におけるウィンドプロファイラ観測網の運用
　　　　　　　　開始と今後の展望IP】

11：52－12：061CIlO猟（気象庁数値予報）数値予報システムにおける国内ウィンドプロファイラデータの利用

ポスター概要紹介（12：06－12：11）

　　　　　P187撫・小林隆久（気象研）陸風による重力流の構造

　　　　　P188簑風蹴・小林隆久（気象研）モーメント法の改良による境界層レーダーの風観測手法

　　　　　P189糠（気象庁高層気象）ウインドプロファイラ観測網が捉えた寒冷渦の動き

　　　　　P190磁（気象庁高層気象）ウィンドプロファイラが捉えた降水の始まり

　　　　　Plgl漁・松田知也（三菱電機）他5名Lバンドウインドプロファイラ観測における低高緯度でのデ
　　　　　　　　ータ取得率改善

総合討論（12：11－12：25）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D会場

　　　　　　　　　　　　専門分科会r夏の天候と東アジアの循環場』

　　　　　　　　　　　　　鉱～は講演者を表す．【P1ニPCプロジェクター使用予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：渡辺典昭（福岡管区気象台）

09：30－09：55PlO1顯邑・田中昌太郎（気象庁気候情報）夏の北西太平洋の循環場の年々変動と日本付近の天候IPl

O9：55－10：20p102鷹・高橋正明（東大気候システム）1999年8月関東に接近した上層寒冷低気圧（UCL）の構造解析

10：20－10：451Dlo3燃・深町知宏（東大院理）オホーツク海高気圧の形成機構

10：45－11：101D104㈱（地球フロンティア）シルクロード・パターンの年々変動【Pl

l1：10－11：201休憩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：尾瀬智昭（気象研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11：20－11：451D105燃（大阪学院大情報）・久保田拓志（京大理）El　Ninoに伴う熱帯対流圏昇温現象と夏季アジアモ

　　　　　　　　ンスーン循環場アノマリの形成過程

11：45－12：101Dlo6臓（富山大理）ENsoの赤道対称・非対称インパクトと東アジア夏季の天候lpl

l2：10－12：351D107縣隻・妹尾ゆかり（岡山大教育）1990年代における日本付近の夏の前線帯の特徴について（最

　　　　　　　　近30年間の中で）

12：35－13：00p108醸婁（農環研）・鬼頭昭雄（気象研）統計的ダウンスケーリング手法を用いた温暖化時の夏季東ア

　　　　　　　　ジア域の降水量予測結果の比較
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　　　　　　　　　大会第1日〔5月22日〕14：00～17：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A会場

　　　　　　　［キーワード：大気境界層，降水システム他］　司会：吉門洋（産総研）

獄～は講演者を表す．一般ロ頭発表及びポ呆ター概要紹介ではOHP以外の機器は使用できません）

　　　　　　　　一般ロ頭発表

A’51矯騒吐叢艘繋謝物資源）他1名林

A152甑輪藩繊購繍離膿鐸頃、阜

A153騨藤里弊鯵臨農名富士山頂で観

Al54燃（名大STE研）・近藤豊（東大先端研）他
　　PEACE－Aで観測された日本海上空における大気
　　汚染物質の空間分布

A155簿ふ鞭鏑麟璽撰繍灘男）籍
　　果からの考察一

A156憔・升井幸男（東大院理）他春季西太平洋域に
　　おける大気汚染物質の分布と輸送効率：TRACE－P
　　航空機観測

A157鑛角諜難（盤奏鼎議脇臨萎廟

A158羅難産杢1瀞藷僻憐強蝦
　　ン低下域
Al59燃（名城大理工）多重圏界面の統計的解析（2）

A160鐵鶏瞬欝纏鍬癩矯爵謎警轟
Al61繍・中島英彰（環境研）他2名極域オゾン破
　　壊に及ぼす成層圏脱硝過程の影響

　　　　　　　　ポスター発表
　【概要紹介（1件30秒以内）の後，ポスター会場で講演I

P101よ撫（宇宙研）A　Laboratory　Model　of　a　Great
　　Dust　Stom1（Part3）

P102礁（気象研）1台のレーダーで捉えたダウン
　　バーストの前兆現象

P103難瓢購怠窟灘繍灘繁あ重
　　例解析一2001年5月11日・19日と2000年5月
　　24日・1996年7月15日との比較一

P104轍鵜螺斐螺爆議雑講籍
P’05鷺（欝輔欝）●田中浩（名大環境）変形因子

PlO6渡邊倫樹・獅（東工大）他2名都市接地境界層
　　におけるスカラー間の輸送効率化

PlO7牧口ゆきみ（日大文理）・灘（日大院文理）他1名
　　　関東地方および富士山周辺における不連続線と気
　　圧配置の関係

P108鰍・山崎充（防大地球海洋）他2名シーロメ
　　ータによる混合層・逆転層の観測一航空機観測に
　　よる検証一

PlO9阿部圭恵・土口屋　紀子（東京農工大農）他7名自
　　由対流圏化学　測プラットフォームとしての高所
　　山岳の利用一富士山頂・ヒマラヤ・カラコロムの
　　積雪試料について

P’10醤蒔綿麟辮鷺鍵撒名福島県

P’1’購搬（欝轟熱慮羅羊痴鷹
　　2　一対流雲の側面のデトレイメントおよび蒸発過
　　程を考慮した積雲対流のパラメタリゼーションの
　　模索一

P112鼎轡謹鶉穆編三曾物昌溜
　　南西海域を通過した雲システムの事例解析一

P113懇熱崖蠣蟹瑚辮議鑛評似方
P1’4犠晶喫3（繕聾洋）関東南岸に現れ

Pl15漁（名大院）・檜山哲哉（名大地球水循環）ハ
　　イパスフィルター（トレンド除去）を用いた地表面
　　フラックスに寄与する周波数帯の検出

P116糖灘齢難墾癒欝継襲上灸
　　の影響

P117懸ち嬰観罐響編縮囎嘉天
　　一スト
P1膠灘（森林総研）LESによるキャノピー乱流構造

Pll9繍（東理大院）・河村洋（東理大）孤立丘まわ
　　　りのエクマン乱流境界層のDNS

P120羅嵐態灘嚇懲卿探即夏
Pl21鰍・梅山千穂（九大総理工）他1名福岡平野
　　　における局地風と熱環境特性に関する数値シミュ
　　　レーション

P122騰、囎蕩雛雰難囁齎に発生す
P123麟・中西幹郎（防大地球科学）東京都心周辺
　　　における強雨発生前の関東スケールの局地風

P124爆総舗綴嶺響弘鰹喬讐鞍
　　　岬まわりの局地風況場解析一

P’25轍藩膿無磁謂麟威論
　　鉛直分布～

P126」耀糧纏禦苗羅蝶本大工）干潟域を

P127矢頭秀幸・騰（名大地球水循環）他3名
　　　TDLASを用いたメタンフラックスの長期観測とメ
　　　タンの乱流変動特性

P128難角鯉灘鞭踏盤協離光反
P129顯・西村照幸（地球フロンティア）他2冬
　　　AFES（AGCM　fbr　Earth　Simulator）の積雲対流パフメ

　　　タリゼーションと解像度に対する感度
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　　　　　　　　大会第1日〔5月22日〕14：00～17：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B会場

　　　　　　　［キーワード：降水システム，物質循環他］　司会：楠研一（気象研）

L～～は講演者を表す．一般ロ頭発表及びポスター概要紹介ではOHP以外の機器は使用できません）

　　　　　　　　一般ロ頭発表

B151耀瓢る瑠臨1翻擢季目本海メ
B152小林文明・杉本ゆかり（防大地球）他北陸豪雪時の
　　海岸線にお1騰合直流の観測一2001年1月
　　15目～16日降雪バンドの事例一

B153酷畿鰭騰會1●蕊欝纏鉱朧勢
　　ソβスケール渦の構造一清風丸の毎時ゾンデ観測
　　と非静力モデルによる解析一

B154藤鯉禦監鵜鶴禦囎藩象研）解

B155羅灘慰雛顯騒聾、膝購藁
　　の発達過程
B156駄（気象研）・岩波越（防災科研）他2001年1月
　　16目に観測されたバンド状降雪雲（1）一バンドの
　　世代交代一

B’57縦轟羅璽編禦繍遡ぞ蜴
　　維持機構
B158翻責・遊馬芳雄（北大院理）北海道西方海上の
　　渦列エコーの発生・発達過程

B159騰・赤枝健治（気象研）他1名釧路の霧の微物
　　理量の統計的特徴

B160灘藷寵寺霧驚灘蟻鰯轡用い

　　　　　　　　ポスター発表
　1概要紹介（1件30秒以内）の後，ポスター会場で講演I

P130醗灘繍生（北大院理）他1名飛行機雲の

P131鵯犠謹鷺蘇北大院理）雨滴粒径分布と

P132難墜多呈盗！踊許蝉攣璽篇
　　滴粒径分布の導出

P133撚・播磨屋敏生（北大院理）他3名Kaバン
　　　ドレーダを用いた雲水量鉛直プロファイルのリト
　　　リーノ弍ノレ（H）

P134灘・橋口浩之（京大宙空電波）他3名ミリ波
　　　ドッフフーレーダーによる巻雲の観測

P135㈱・橋口浩之（京大宙空電波）他ミリ波ドッ
　　　フフーレーダーによる釧路の霧の観測

P136蝉角酵慧繍耕（株））他5名ミリ波レー

P137古川榮一（東北電力）・囎（日本気象協会）他
　　4名　「やませ」時における下北半島太平洋沿岸域
　　　の霧予測

Pl38灘・山内洋（気象研）　ランダム位相変調方式
　　　による一次・二次エコーの分離再現性能

Pl39蜘美・赤枝健治（気象研）マルチPRF手法によ
　　るドップラーレーダーの探知範囲拡大

P140襟鶴講徽簾警罫雛誤露鵡
　　徴について

P141轟蕪讐齢脚聖6糞灘房鋒
　　い

P142灘審難諸堕騒姦灘縞方に

P143難謙謙囎部騨羅欝
　　放電頻度の関係

P144D．Trochkine・八Matsuki（名大STE研）他5名
　　Mineral　Particles，Collected　in　Dunhuang，China　and

　　in　the　Free　Troposphere　over　Japan

P145嚥・岩坂泰信（名大院環境）他9名春季平常時
　　における土壌粒子の北太平洋への輸送範囲

P146撚・木田秀次（京大院理）冬季汚染大気にお
　　けるアンモニアの硫酸濃度に対する影響

P147灘・村田功（東北大院理）他2名つくばにお
　　　けるフーリエ変換型赤外分光計をもちいたNO、全

　　量観測

P148聾瓢冴離麟纐塾罷㌶嬬2
　　TRACE－P航空機観測～
P149無・関浩二（通総研）他3名アラスカ州ポー
　　　カーフラットにおける対流圏COの観測

P150囎・青木周司（東北大院理）他3名グリー
　　　ンランド海・バレンツ海における大気海洋間CO、
　　　フラックスの推定に関する研究

P151鰹鞭融杢屡摺震舗翻麟論陛緩
　　　化

P152轍・鵜野伊津志（九大応用）他1名東アジア
　　　域の対流圏エアロゾル地域分布とその輸送機構

P153雛凌硯鵠盈男ぽ雲対流による物質

P154粥（脚猶嘩纏撰灘翻、急
　　　るエアロゾル鉛直フラックスの遠隔計測

P155鰹莞繍繍鴇覇．磁編ピー）他5

Pl56　一”　良・関山剛（気象研）他3名化学輸送モデ
　　　ル　王実　における同化された気象場による残差
　　　循環

Pl57熊（九大応用）APEX∋E2／AcE－Asi3學間中の
　　　エアロゾル輸送・放射モデルを用いたソ≧ユレー
　　　ション

P158撒曝馨艀軽懸鯉瓢魏讐
　　　来の成層圏オゾン層
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　　　　　　　　大会第1日〔5月22日〕14：00～17：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C会場

　　　　　　［キーワード：気侯システム，中高緯度大気他］　司会：松山洋（都立大）

獄～は講演者を表す．一般口頭発表及びポスター概要紹介ではOHP以外の機器は使用できません）

一般ロ頭発表

C1511欝留臨糠矯蕩騨数1名目本
C152鷹・岸泰浩（東京管区気象台）他2名東京大
　　手町における夏期の短時間強雨の経年変化とその
　　時間特性

C153難聚斎研）累年統計値を用いた風況マッ

C154、騰募雰纈馨麟瀦灘i磯
　　圧場の空間分布の特徴一

c155鰹露灘誇鵜難綿舘鯉場罐
　　討一

C156難器競房繍蟄縁暴ア）他3名大

C157購・高野清治（無象研）他1名水平分解能
　　の遅いによるモテルのハフォーマンスの差につい
　　て
C158聴・野田彰（気象研）気象研究所気候モデル
　　MRI－CGCM2の気候感度
C15犠鐸（気象研）冬季熱帯降水量偏差1こよる線形

C160難轡箆編驕鵬講，ENSOの日

C16’織（踏濃叢織平洋の海面水温偏差

　　　　　　　　ポスター発表
　1概要紹介（1件30秒以内）の後，ポスター会場で講演I

P159鎌1撫陥二多）副鞘纒蓼欝絶
　　説：乱流・気候・惑星系への応用

P160灘議繋繹あ轟甜ける日照日寺間

P161騰（地球フロンティア）・萩野谷成徳（気象研）東
　　アソアにおける近年の気侯変化

P’62雛離幽鶴製騨顯縣鱗聲罐需
　　量の時間的変化

Pl63繍・茂木耕作（名大地球水循環）他1名GMS
　　IR1データを用いた梅雨期の東アジアにおける対
　　流活動の地域的特徴の解析

P164轍・坪木和久（名大地球水循環）暖候気のフ
　　ィリピン東沖へ向かって西進する対流活動と対流
　　の強化

P165繍・谷本陽一（北大院地球環境）インド洋ダ
　　イボール現象と熱帯太平洋大気海洋変動との季節
　　的な関係

P’66購繋β糠秘藝難躯蘇続

P167騰謡離繋驚蒲驚韓繋あ鳶
　　響
Pl68辮う草璽欝岡大）他7名東南極高原上空

P169羅幽翻鞭勲霧、鍛購蕪
　　の気温分布と土地利用

P’70難懸弓翻彰（気象研）他2名成層圏補正を含

P171灘・増田耕一（地球フロンティア）他2名東
　　シベリアにおける夏季の大気地表面水収支の経年
　　変動
P172燃莫（筑波大）・安成哲三（筑波大地球科学）ロ
　　シア西部の融雪に関わる大気循環についての熱収
　　支解析
P173轍↓・山崎信雄（気象研）他7名気象庁全球同
　　化システムによるGAME再解析（第5報）一一GAME
　　再解析Ver．1．5一一

P174／’　貝　紀代（京大防災研）・高橋清利（気象研）他1

　　　　GAME再孕析VeL2に向けて一積雪情報改良の
　　効果一

P175繍轟繍条蟄臨臨離矯舗
　　関係
Pl76撚（気象研）気象研全球気候モデルヘの陸面
　　モデルMRIIJMA　SiBの組み込み

P’77繕諾勢劉大理）対流圏と成層圏の卓

P178鱗灘隼聾鱒焚甚脇耀弊攣舗
　　開発（2）

P179憾地球温暖化と地軸の傾き
P180黙（気象研）過去122年間のインド洋海面水温
　　のダイポール現象とENSOの10年スケールの関
　　係
Pl81熊・松山洋（都立大理）複数の植生指標を用
　　いたバイオマスの推定とスケールアップ問題に関
　　する研究

P18墾麟秀馨翻灘大地理）乾燥地域用の簡易

Pl83撒（防災科研）偏西風ジェット上を伝播する
　　　ロスビー波がもたらす梅雨明け

P184灘気舗灘醗鞍歯目本付近で発達する

P185灘気鵬難難鞭覇鋸ヒ半球寒候期

P186難瓢灘㌍羅盤補凝憲糊
　　3）

P187～P191についての概要紹介は専門分科会「ウィン
ドプロファイラは如何に進歩し、発展するのか」の中で、
またPl92～P195については専門分科会「熱帯対流圏界
面・遷移層」の中で行われます．著者と講演題目につい
てはそちらをご参照ください．
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　　　　　　　　　大会第2日〔5月23日〕09：15～12：15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A会場

　　　　　　　　［キーワード＝熱帯大気，中層大気他］　司会＝赤枝健治（気象研）

蝋～は講演者を表す．一般ロ頭発表及びポスター概要紹介ではOHP以外の機器は使用できません）

　　　　　　　　一般ロ頭発表

A201撫（弘前大理工）・山田琢哉（弘前大院理）
　　TR．MMの赤外画像と降雨レーダーでみた台風眼の
　　比較

A202縣麟総螺摺轟の構造変化とそれに

A203懸蠕マ滋蔽，1訪灘熱対流解
A204繍・林泰一（京大防災研）台風通過時に発生
　　するPressure　Dipの数値シミュレーション

A205辮変齢舅櫻費研）台風活動の数＋年

A206ま綴・森田悠哉（京大宙空電波）他赤道大気レ
　　ーダーを用いた熱帯域下層大気運動の観測

A207辮墾朧繍i、舅熈騰舗欝離爵轟
　　洋収束帯との比較～

A208，謙灘申財塁齢屋騰稗勢離
　　大陸における変形

A209霧騰庄聖瓢皆（ノ藷蕊灘選曙難
　　合系の応答

A2101麟（齢塁綿翻纒杏靴う羨膿
　　す影響

　　　　　　　　ポスター発表
　【概要紹介（1件30秒以内）の後，ポスター会場で講演l

P201佐々浩司・速㈱↓（高知大理）他1名移流を考慮
　　　したダウンバーストの模擬実験

P202総謬讐三嚇議動画と音声を用

P203鰍識黒麟購漁、薯麟囎
　　　と郊外の気温差

P204難贈鎌0畿）薯絡繍熟う言
　　　ファイルのスペクトル推定：雲解像モデルによるア
　　　ルゴリズム開発

P205灘聾渚難轟畿ノ色階調をグローバノレ

P206慧懸講葦謙嘩麟U5名偏光ライダー

P207礁・舘野繁彦（東京理科大）他5名東アジア
　　　における主要化学成分の湿性沈着量の推定

P208甕難欝鞍蕪繍1嬰機難蕩翻騨
P209撒・島村誠（東日本旅客鉄道）1976－2000年
　　　における目本の大雨の特性変化について

P210繍難砦艦翻灘辮繍羅薯
　　　との関係について

P2”鱗樗儒御緊嬰滋魏．脇のライ

P212清木亜　子・高藪縁（東大気候システム）西風バー
　　ストの　旦性、季節性、年々変動

P213燃・荻野慎也（神戸大自然）他11名インドネ
　　シアにおける対流性降水雲に関する研究（第8報）

P2’4繍1気象衛星センター）熱帯低気圧発生の事

P215雛ミ腿糟（多大理）冬にお1ナる台風発生

P216勲・内藤玄一（防衛大地球海洋）他3名台風
　　丁9416号に伴う楕円形の眼の解析

P217懸纏辮繊，蘇態磁議妻癸
　　　ラメタリゼーション（第二報）

P218購蟹艶健勢yOのNCARCCM3を
P219灘（法政大院）九州地方における台風通過時
　　　の風向・風速の出現特性

P220嶋美・赤枝健治（気象研）台風Ol15の高層風解析

P221嚥（和歌山大教育）・高橋正明（東大気侯システ
　　　ム）T21のVenus－like　GCMを用いたスーハー回転
　　　の数値実験

P222｛黙癖譜鷺岬鵯鰯辮頻発1こ及ぼ

P223麟織矯灘雛2轟。…懲議
　　　図の作成

P224鰍・川原誠（防衛大地球海洋）他1名都市キ
　　　ャノピー構造によって形成される気温分布

P225懸・田中博（筑波大地球科学）カルマンフィ
　　　ルターを用いたアンサンブル予報値の同化実験

P226鰍（水戸地方気象台）実況の確率密塵関数と
　　　予測のスキルスコアを使った予測技術の評価方法
　　　2一メソ現象予測の精度評価に関する注意点およ
　　　び射影幾何学でみたROC曲線とスキルスコア曲
　　　線の等価性一

P227坂根基文・　ロロ　　糸子（東京農工大農）他17名富
　　　士山頂の大気の’・酸化物濃度・エアロゾル・微
　　　量気体濃度について一2001年の夏季集中観測を中
　　　心に一

P228鱒シ辱聾聾識ぎ犠鑑騨見ら
P229、尾　　　（筑波大地球科学）・笹野泰弘（環境研）他

　　　3　　1LASとPOAMデータを用いたSatellite－
　　　Match解析による北極成層圏オゾン減少の定量化

P230縣（鰭舗n』、轡蕪蕪錨，r諜hl
　　　Ocean　in2001

P23懲魏薩膿囎齎）他4名オゾンゾンデに

P232戴碧二拶繍鷹難賭急♀警
　　　上空の中問圏界面領域大気重力波の研究
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　　　　　　　　大会第2日〔5月23日〕09：15～12：15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B会場

　　　　　　［キーワード：降水システム，物質循環他］　司会：永戸久喜（気象研）

獄～は講演者を表す，一般ロ頭発表及びポスター概要紹介ではOHP以外の機器は使用できません）

一般ロ頭発表

B201撫・KKikuch（秋田県立大）他3名Occurrecnce
　　ofPrecipitating　Clouds　during　Summer　Monsoon2000
　　in　Bangladesh

B202懸流購騨腔ぎ＝罎鰐為鞭翠
　　例解析

B203繋翻離蟹総盗鵬3勇蘇募
　　解析

B204騰島想鵠翻蔽灘露タを用
B205麟轄跳麟盤鶴寝駿禦と認
　　ひと雨期間最大1時間降水量の比較

B20嘩離歴臨鵬闘陣脇禽養季犠
　　年代との比較に基づく広域ヒートアイランド効果
　　の検証一
B207轡●新野宏（献海洋研）他1名熱雷の予報可

B208糠携墾槽靴塾舗垂磯鐸麟
　　依存性
B209騰・新野宏（東木海洋研）階層構造を持つポー
　　フーロウのコンポシット解析

B210簾農撫鰍耀f）低温度で自由落下

　　　　　　　　ポスタ・一発表

　1概要紹介（1件30秒以内）の後，ポスター会場で講演l

P233璽硝腿難雛蟹難雛し，多嘩多
　　の導出

P234難働、才壌からの水の蒸発速度の普通的

P235編越難懸講辮6名大気硝酸計測

P236欝譜男聾1灘膿緬（蓼考考雨林の二

P237葉縣』難繍鵠際舌2儘誘激
　　の長期観測

P238懲嵐騰麟轟ざノレチアングノレカウ

P239撫数（千葉大）・塩原匡貴（極地研）他6名
　　JARE42しらせ航海における対流圏エアロゾルの
　　特徴、および光学測定器を用いたエアロゾル複素
　　屈折率の導出

P240灘蝋駄離雛筆轟艘棚轟
　　変化

P241辮気璽黙聾群騨臨6お矯警樺
　　2001年5月から10月の変化一

P242麟寅懸醐騨大環境）他5名長崎地方

P243騰寿継鴨騨欝霧移Z
　　とモデルー
P244灘・三上正男（気象研）　ダスト飛散臨界風速
　　マッフの作成

P245臆・折戸光太郎（気象研）他1名MRl－
　　GCM／CTM風送ダストモテルの開発と観測支援予
　　報システムの構築

P246繍擁ら響贈鴛謄牙兇漏萎歯磁
　　析的研究

P247羅備窮囎蹴3名ライダー1こよ

P248撒（駐轟面嘉齢甥構轟藻
　　モデル及び光化学結合モデルヘの大気球面効果の
　　導入

P249継磁韓鷺響導櫓螺繍次
P250癬あ灘傑猫魏騒鱗黙そ雰
　　5）一過去の南岸低気圧との比較と感度実験一

P25犠嚇曇朧窪製畷翻脇名奈良盆
P252翠須　智江（地球フロンティア）・斉藤和雄（気象庁
　　　　直　　）熱帯のスコールラインの3次元数値実
　　験一水平分解能依存性について一

P253藤燃蔽漏験罐鶉欝隙
　　システムの数値実験一その2逐次データ同化実験一

P254嘗騙轟鴇僕囎鼎欄1）隻紹堵磯
　　達機構の解明一

P255騰難麟魏逢旛雛盟罵、塑鰍
　　発達過程

P256撃藤（窟里森購灘羅稗蟹望雄曇
　　　の発達過程

P257購謙囎蕊鵠欝鶏至で了朧
　　　れた降水バンドの構造とその環境場の評価

P258麟騙近朧鞭謬繁揮蜘1旛轡醐
P25繍繍素守贈噺大魏繍梅雨期1こおける

P260鰺勢鞭難譲業産蠣羅義蓬醜
　　　とそれに伴うメソスケール対流システムのevolution

P261羅懇綿購璽婆静千葉県東
P262鑛灘お講纂騨縣鵬錨若狭湾周
P263　々　圭明（秋田県立大）・真木雅之（防災科研）他2
　　　　JATMEX期間中に観測されたスコールライン
　　　の発達時における風の場の解析一マージと海風に
　　　注目して一

P264難二岩縦難響研）他4名長岡周辺のエ
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　　　　　　　　　大会第2日〔5月23日〕09：15～12：15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C会場

　　　　　　　［キーワード：気侯システム，相互作用他］　司会：西森基貴（農環研）

（〉）、～は講演者を表す．一般ロ頭発表及びポスター概要紹介ではOHP以外の機器は使用できません）

一般ロ頭発表

C201轟鶏勝麟翻鵬隷羅ションを用

C202騨誘羅聾縞酷）1名気侯の監視と

C203　E．正　・安成哲三（筑波大地球科学）春季ユーラ
　　シアの子口進行における大気と地表面状態との関
　　係

C204驚灘気雛簾麟鍛鶏表㌘ア1こおける

C205勲（都立大）・山口叔史（応用技術）他1名気
　　候メモリとしての陸面状態とモンスーン

C206磁・大島慶一郎（北大低温研）他2名熱収支
　　から見たオホーツク海の海氷変動

C207翻」、麹翫黙査聾誕雛鍔
　　　ックス直接測定

C208中村史郎・灘（筑波大陸域環境）他3名航空機
　　観測によるシベリアタイガ林上のフラックスの空
　　問分布について

C209朧戦足罵乖男届継嬰5鞍撫
C210辮煽本さき（愛知教育大）バックグラウンド

C211金　　紀子・木本昌秀（東大気候システム）大気海
　　￥，旧合モデルにおける海洋混合層と鉛直温度勾配
　　の関わり

　　　　　　　　ポスター発表
　［概要紹介（1件30秒以内）の後，ポスター会場で講演l

P265麟（黒轡晶麟鷲遡．蝶鰭
　　る特徴的現象一

P266灘（富山大院理工）・川村隆一（富山大琿）夏季
　　アシアモンスーンのオンセットのメカニズム～ベ
　　ンガル湾西部の突然のオンセット～

P267繰鞠鵬躇讐鷹撃卿鴇聚、
　　モンスーン循環、ハドレー循環の経年変化の解析
　　的研究

P268轍・黒田芳史（JAMSTEC）他4名2001年
　　11月から12月のMJOに伴う海洋の応答

P269鍵鰍．檀男愚讐臨（鶏翻麗
　　対称インパクトについて

P270撒（お茶の水女子大院）エルニーニョ・ラニ
　　ーニャ現象時における日本の大雨と循環場の特徴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P271鰍1．谷本陽一（北大院地球環境）El　Ninoおよ
　　びLa　Ninaに対する大西洋大気海洋結合系の応答

P272懸榔驚翻察蟹気圧とチベット

P273棚轡曙糠騨％難掲難他3名

P274繍（気象研）チベット高原の気侯湿潤度
P275繍（J理／環境研）・山中康裕（北大院地港環境／
　　地球フロンァィア）大気の総観規模擾乱が海洋生
　　態系に及ぼす影響

P276漁（観劉フロンティア）・山中大学（縄型フロ
　　ンティア／神斤大）インドネシア・ジャヤフフにお
　　ける降水の安定同位体比の変動

P277懇お縛難瞬灘塾が東南アジ
P278鰻繍蔽撫東大気侯システム）サハラ砂

P279識（筑波大院）・安成哲三（筑波大地球科学）
　　GAME－IOP（1998）におけるタイ降水量の季節内
　　変動

P2801鱗蔽脇囎濤難耀櫨輩議繁模変

P281響矯綴畢磯警糟骸霊漕讐遽
　　移過程
P282難讐嚇正曉（北大低温研）南極海氷域の大

P283鵬懸勘麟葱麟饗冷水がオホーツ

P284縢（北大院地球環境）・立花義裕（地球Zロン
　　ティア／東海大）他1名夏季のオホーツク海局気圧
　　　と冬季のオホーツク海の海氷と北半球大気・海洋
　　循環場との関係

P285灘継磐蒙』蠣鶏灘脇致蓬
　　　の夏期気温との関係

P286難鰭！轡奈』蠣灘辮斑認
　　海霧の年々変動及び海水温との関係

P287蕊麟・山崎孝治（北大院地）オホーツク海高気
　　圧に及ぼす層雲の影響

P28鰯灘を弊誉勢姿勢シベリア高気圧の

P289鞭（地球フロンテイア）・木村富士男（地球フ
　　　ロンティア／筑波大）ユーラシア大陸東部の地形の
　　　夏季大気循環場に与える影響の考察

P290磯羅睦杢餐講率デノレの結合一MP’を

P291轍糊蕪魏締罪鵬罎議花
　　　に伴う古気候の誤差の特性

P292織繕鱒麟翻縣名融雪一流出角孕

P293市川幸子・総（都立大理）他1名マイクロ波リ
　　　モートセンシングによる土壌水分量の推定

P294肇鶉巌里鼎轟大理）久慈川流域におけ

P295黙（農環研）・間野正美（千葉大院）他2．名低温
　　　環境でのオープンパス型赤外線ガス分析計の動作
　　　特性
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　　　　　　　　　大会第3日〔5月24日〕09：15～12：30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B会場

　　　　　［キーワード：降水システム，気象予報他］　司会：山田和孝（気象庁気候情報）

L～～は講演者を表す．一般ロ頭発表及びポスター概要紹介ではOHP以外の機器は使用できません）

一般ロ頭発表

B301北川言一良（中央防雷）・大橋正次郎（東電）他1名
　　￥　19旦、殺害した落雷
B302騰難・岡本謙一（大阪府立大）他3名Lightning
　　Bubbleについて

B303難編離灘欝研）他3名広島付近に

B304懲（囎編ヒ海道寿都地方の強風域にお

B305響懸縫櫻麟繭犠篇虐値実験を用

B306繍た妻難繁勢駿算撃膓轟得誉
　　いて

B307醗騰鯵膠簿熱興灘囎ξお1ナる

B308難認蟹潔舷審礁魏）湿潤過程を

B309隷翻鋤繕嬬臨論講畝
　　　と予報実験～

B3’0彌（気象庁数値予報）気象庁の週間アンサン

B31’繰1欝蘇欝麟獣報）他1名’次

B312轍1三鷹辮肇縣鵬罐調朕の50

　　　　　　　　ポスター発表
　【概要紹介（1件30秒以内）の後，ポスター会場で講演】

P30’難底難欝齢辮）客観的手法1こよる

P302繋縮。レ器懐謹騨脇器謝名

P303灘講購鷺酬響教黙話U鰐
　　開発
P304瀾～・MMaki（防災科研）他4名Estimation　of
　　Rainfall　with　X－band　Polarimetric　Radar（Part2）一
　　Statistic　Errors　due　to　Natural　Variations　in　Drop　Size

　　Distribution－

P305撚・真木雅之（防災科研）他4名Xバンド偏波
　　レーターによる降雨量推定に関する研究（その3）
　　一降雨量推定手法の検証実験速報一
P306須’　穂　（DWP／防災科研）・三隅良平（防災科研）
　　　　3　Xバンド偏波レーダーによる降雨量推定に
　　関する研究（その4）一概念モデルを用いた降水短
　　時間予測一

P307雛麟縦聯薦鍵舜踏灘鷺羅
　　定に関する研究（その5）一Webによるリアルタイ
　　ム配信の試み一

P308朧錨襲麟屡尼編講蟻矛
　　した水蒸気変動

P309勲・RyuichiSh㎞瞭OS㏄）他8名
　　Sta廿面cal　Fea加res　ofthe　Radar　Reflechvity　oon℃spond血g　to

　　the　Conv㏄dve　Acdvides　over　the　Tropical　Westem　Pacific

P310難溌籍齢騙聖難2名台風丁9429
P311燃（北大院地）台風域内の対流性雲の日変化

P312難庄騰騰！雛葱謂讐翻を用いた

P313騨鑑騒灘職灘趣翻um飢e「a

P314繍鶴麟鱗融黙辮犠腎誉
　　局地循環と対流雲活動に見られる日周期特性につ
　　いて

P3’5翻る懸叢畿講蝶熟羅震恕護
　　束域の比較一

P316撚星朧ま講醸纏譜撫11無）

P3’7朧虚纏熱薩寡雛辮撫撫
　　ムヘの利用（第1報）

P318魏驚る繍摯欝糊鰹）メソ4次元変

P319纏雛（籍解敬譲秀裂宴磨（謙繁
　　データ同化実験

P320朝際中覇寺盤辮貌難3轟釜誓
　　シア大陸南部北緯20～30度帯の波長約6000km
　　の定常ロスビー波とその予測

P32’簾警毅歯ぱ購緊季幣簾準貰
　　（1982年～2000年）を予報対象期間とした事例解析

P322脇・MKimoto（東大気候システム）The　autumnal
　　snow　cover　over　the　East　Eurasia，and　its　impact　on

　　the　fbllowing　winter　atmospheric　circulation

P323鰹々霧鵠蔀壽鴨矯劃MSを
P324韓離簾雛蕪謬』’卿望雛
　　関する検討

P325懸雑灘糠錠藩糠縦箸認轡
　　アメダス解析雨量とRSMとの比較（2001年1月一
　　　12月）一

P326搬（気象研）セミラグランジアン夢卜静力学

P327聾篇灘離季瀟盛協藁難
　　　レータ上における実験

P328蟻轄難科学技術研究機構）並　qカップラ

P329謝糠読撮麓賠候システム）正20面体

P33璽艦鯉纏慈濃凝解癖ル実験による

P331簾・神田学（東工大）他3名LESを用いたイ
　　　ンバフンス問題に対する検討

P332麟妻難吾（大阪教育大）他2名実験室でつ
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　　　　　　　　大会第3日〔5月24日〕09：15～12：30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C会場

　　　　　　［キーワード：大気力学，観測手法他］　司会：田中博（筑波大地球科学）

獄～は講演者を表す．一般ロ頭発表及びポスター概要紹介ではOHP以外の機器は使用できません）

一般ロ頭発表

C301纏係職鶴蓬ルビン波の子午面循環への

C302総螺る£藪賭融騒護鉛直対流により

C303，麟騨1と毒携講際鞠齢累礁麺
　　の観測

C304難難鍵甥瀦癖臨莇篇離霜募
　　解析

C305繍礫轟嵩欝雅鵬鴇ヅ号ぱ
　　ア開発とその初期結果

C306鞭鰻舗杏麗鵬篇語描
　　構造

C307繍騒麦幾舗蕩瀞鯉編解一ダー

C308蟻蝶講漁直縣務輔蕎君ご蝶
　　の解析

C309蕪懇、｝寒鵬賜雛鷺轟滋擶衛グ

C3’0綴濃葬箋灘辮野欝r螺盤罐
　　法依存性

C311壁騨調誘麟灘）他2名トラジエクト

C312難縣ら寛籍鶯齢響灘楓糸灘
　　昇速度の季節成分

　　　　　　　　ポスター発表
　【概要紹介（1件30秒以内）の後，ポスター会場で講演】

P333難釜輩麗梨理）球面浅水系でのシア

P334繍・余田成男（京大理）f平面浅水系における
　　ソェット流の不安定擾乱について

P335誰鶏1．鱗綴（鶏杢欝る灘馨轟Z言ニ

　　レンツ・カオスの幻一

P336羅響驚鰍響認i諮鵡誌蹴
　　の安定性解析
P337韓綴素室井ちあし（気象研）降水過程を含む保

P338蝶灘臨鞭喜痛潔）中間規模波動の出現

P339辮商懲櫻（薔齢轄m齪離誰用
P340醗姜盟佳久（東大理）遠心カバランスした

P34壌騰田総號爾惹理）周期的な流れ場におけ

P342難講略袴媒翌）極域環状変動1こおけ

P343騰縮羅≧離惣蒙編暴駆
P344舞（密鋤碧テ拷攣嚢塁嵯享
　　ルの開発

P345観離轍難騨響麟騨鯵聖墾
　　の要件一gtoo14プロジェクトを通じて見えてきた
　　もの一
P346平松和彦（旭川西高）ダイヤモンドダストの観測と
　　郷プリカ作成法
P347暴シ弊葬駐講6名気球搭載型直接

P348轡弊細輪勝勢鼎製騨鞠
　　エアロゾル鉛直分布の観測的研究一現地試験観測一

P349難灘糠欝篶朧、畿蒸鯉
　　Vaisala　Humicap－A／H相対湿度計との相互比較

P350難難踏堕鯵乳讃離理論を用し’

P35’難鶴跨逗π麟声騨醤縫朱顯彰
　　ロファイルの観測

P352一・Biao　Geng（FORSGC）他2名
　　Wind　pro伍ler　with　RASS　fbr　monitohng　of　Wind，
　　Temperature　during　Meiyu　fヤontal　precipitation
　　systems　in　the　downstream　ofYangtze　River

P353Richard　M・Worthin　ton・M．Yamamoto（京大宙空電
　　’）イ　l　　Demonstration　of　all－weather　volume－

　　Doppler－imaging　of　the　troposphere　using　the　MU

　　radar
P354撫・山本衛（京大宙空電波）他3名Atmospheric
　　turbulence　　studies　　using　　radar　and　　balloon

　　observations　during　the　MUTSI　campaign

P355脚ヲ轡鞭準鰍蹴鰍
　　ル発信・受信・信号処理装置「RVP8」の開発

P356灘鶏難艇製鷲露螺繍観損り
P357縢（大阪府立木）・花土弘（通総研）他2名
　　35．5GHz帯偏波散乱計の観測システム設計

P358響る曇繍蠣翻踊讐灘無：

P359鼎（褻號繹レ鱈2嫁書囎
　　算出される風速3成分の精度

P360織い襯徹騨裂箪多審欝地球研究

P361欝卜努響囎瀞）他1名衛星搭載雲レーダ

P362購繍翻讐鰹聯窺欝騨霰鮪
　　断面積と海上風速の関係

P363繍櫨諏縮鯉鷹難鶏蔽
　　の可降水量の推定

P364輪謹麟鵠麟蝋轟蟻元変分
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　　　　　　　　大会第3日〔5月24日〕09：15’》12：30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D会場

　　　　　　　　［キーワード：観測手法，放射他］　司会：深堀正志（気象研）

獄～は講演者を表す．一般口頭発表及びポスター概要紹介ではOHP以外の機器は使用できません）

一般ロ頭発表

D301難る顯謎離他1名熱気球搭載セン

D302蒲撃菊麟隔総巖紗男負大気観
D303繍（産気象研）・小林隆久（気象研）　ウインド
　　フロファイフーの観測値について

D304纈群繍繍辮竪濃鯉骸黙
　　定一
D305蹴・若山俊夫（三菱電機）他7名ミリ波気象ド
　　ッフフーレーダーによる霧検出

D306灘」●碧羅聾鞭禦轟謹鶉難
　　洋上の雲構造
D307Kazuaki　Kawamoto・Patrick　Minnis（NASA）他1名
　　Overlapping　cloud　detection　with　GOES　solar　and　IR

　　channels
D308灘（奈良逸テ大）・内山明博（気象研）他2名
　　NOAA／HRPTアータを用いた南極域における雲変
　　動の研究

D309講灘鑓鷲離瓢謬輝言（東北大）

D310轍・藤吉康志（北大低温研）他3名雲周辺の
　　エアロゾルの光学的特性について

D311黙（気象研）非球形エアロゾル層の放射特性

D312縣蕩軽鞭鍾塩協認m領域1こ

D313騰潔辮鵡綿鰹灘鰯撫孕籍
　　　　　　　　ポスター発表
　1概要紹介（1件30秒以内）の後，ポスター会場で講演l

P365欝を胤懸幣鵬蘇獣測躍ete「

P366騨る響鵠魏羅鵬錦舞笛磐
P367郵罪稀燦霧毒難踏．解％羨
　　素屈折率の推定

P368灘瀟黎携鶏翻燕郵る巻雲光学

P369離羅雛響ジ霧職鶏翻寄礎協鐸
　　価（その1客観／雲統計データから求めた全天OLR
　　　と衛星観測値の比較）

P370藩蕪論藷縫務霰響近鎌擶馨産1！
　　関するシミュレーション

P371募鱗裁醐薩懸騨他3名三宅島火山ガ

P372囎・佐藤慎一郎（東北大院理）他7名みらい
　　MRO1－KO2／KO5航海における雲レーダー・ライダ
　　ー同時観測I
P373　和　吐　（気象衛星センター）・岡本幸三（気象庁

　　’置　）イ1名数値予報モデルから得られる衛
　　星画像

P374搬・河崎善て郎（木阪大院）他1名人工衛星
　　TRMM，関西空港ドッフラーレーダーを用いた雷雲
　　セルの事例解析
P375顯（大阪大）・吉田智（大阪大院）他2名雷雲
　　のハフメタリゼーションに関する一考察2

P376轡携塑鷺羅纏縷携尋
　　徴一1999年～2000年一冬季間の統計解析一

P377聡麟（勇朧熊翻羅1灘秘疑
　　ついて一1997年8月5日の事例解析一

P378聾鰻麟錺欝轡群研）気温日寺系列デ

P379§繋錨欝綴撫禦響鍔撚ぐ観測

P380鰍蝉君期漿躍醸獣磐襟箭
　　比較によるGPS可降水量の精度検証

P381縢聯鞍雌鵬壁轟さ縮藷
　　測されたGPS可降水量とラジオゾンデ可降水量の
　　比較

P382鶴謎講鶴翻陽第WRで観損り
P383騰・AndreasBehrendt（京大宙空電波）些4名
　　フマンフイダー・MUレーダー／RASS・フジオゾ
　　　ンデによる水蒸気・大気温度の同時観測

P384騰舗賑鷺馳爺ぽ職畿禦l
P385郷梅主騰胃鰐擶蘇郵骸雛チ
P386饗響ラ鱒3（醐謡施謡響藩重お
　　　日変化

P387辮縣構善。繋携懲灘癸舗
　　可降水量と対流活動の目変化
P388撒（科技団／気象研）・内藤勲夫（国立天文台）
　　GEONET1000点解析：大気遅延の日変化一地理的
　　条件に依存した季節変化一
P389撒（科技団／気象研）・中村一（気象研）他3名
　　つくばGPS稠密観測2000：マルチハスの特性

P390撒・吉原貴之（京大宙空電波）他移動セルによ
　　　るGPSトモグラフィ解析を用いた局所的水蒸気分
　　布推定に関する研究

P39’導羅灘覇綬進篇水憲姦尭講

P392顯謹瀟頷搬編鱗購調虜
　　　現状一

P393纏編：む舗鞭騒饗雛．2努欝
　　　一ルの気象変動

P394中村一（気象研）・高層気象台観測第二課他GPS
　　　難稠密観測：二圧力式湿度検定装置によるゾン
　　　デ水蒸気測定の比較

P395嚇GPSラジオゾンデ観測システムの紹介
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　　　　　大会第3日〔5月24日〕13：30’》17：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　B会場

専門分科会r亜熱帯・熱帯東アジアの降水活動と陸面過程』
　　　　　　獄～は講演者を表す．IPI＝PCプロジェクター使用予定）

13：30－13二331趣旨説明　上田博（名大地球水循環）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：上田博（名大地球水循環）

13：33－B：511B351襲杢蔑・木口雅司（東大理）モンスーンオンセットーグローバルな様相とインドシナ半島の特性一

13：51－14：031B352鶴照（気象研）夏季モンスーンのオンセットをめぐる諸問題一FirstTransitionを中心にして一

14：03－14：151B353撚・沖大幹（東大生産研）他1名アジアモンスーン第一オンセットの主要因【pI

14：15－14：271B354懸隻・河合基夫（岡山大教育）プレモンスーン期における華中・華南の前線帯への南風進入過

　　　　　　　　程（季節進行の中で）

14：27－14：391B355藤吉康志（地球フロンティア／北大低温研）・嚥（地球フロンティア／東大海洋研）他5名
　　　　　　　　GAMEIHUBEX98で観測された梅雨前線帯のメソスケール渦状擾乱の数値実験（その1）【P】

14：39－14：461B356遡（北大院理）・上田博（名大地球水循環）他2名GAMEIHUBEX’98で観測された線状降水シス

　　　　　　　　テムの形成過程とメソα低気圧の発生【PI

14：46－14：531B357駿・山田広幸（観測フロンティア）他3名梅雨期に長江下流域で観測された下層ジェットの特徴

　　　　　　　　【P】

14：53－15：001B358鰍・上田博（名大地球水循環）他4名1999年6月26日から27日の梅雨前線上に発生した総
　　　　　　　　観及びメソα規模の低気圧の起源とその移動経路を決める気団配置の特徴IP】

15：00－15：071B359難（地球フロンティア）・木村富士男（地球フロンティア／筑波大）　「梅雨前線」と「SPCZ」の

　　　　　　　　形成メカニズムに関する数値実験

15：07－15：201討論

15：20－15：301休憩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：松本淳（東大理）

15：30－15：481B3605繊（京大理）インドシナ半島の降水日変化についてIPl

15：48－15：55t　B361撚（福島大教育）・立花義裕（東海大文明研）他17名インドシナ半島における乾期と雨期の大気

　　　　　　　　構造一降水システムの発達・抑制と関連して一

15：55－16：131B362鰍（名大地球水循環）TRMM衛星によるアジア域の降水の目周変化

16：13－16：201B363撚（大阪学院大情報）・材泰一（京大防災研）他’2名レーウィンゾンデとレーダーデータを用いた

　　　　　　　　バングラデシュにおける夏季モンスーン対流活動日変化の研究

16：20－16：271B364蹴・久保田尚之（観測フロンティア）他6名PALAU2001で見られた対流活動の特徴について

16：27－16：391B365よ駄（滋賀県立大環境）チベット高原の降水システムと降水量変動

16：39－16：511B366騰（名大地球水循環／観測フロンティア）・遠藤伸彦（地球フロンティア）他1名亜寒帯（東シベ

　　　　　　　　リア・タイガ帯）での陸面過程と雲・降水IPI

16：51－17：001討論
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　　　　　　　　　　　　大会第3日〔5月24日〕13：30～17：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C会場

　　　　　　　　　専門分科会「新しい気象観測方法と未来の天気予報』

　　　　　　　　　　　　　女＿～は講演者を表す．【Pl＝PCプロジェクター使用予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：余田成男（京大理）

1．概観

13：3043：351趣旨説明余田成男（京大理）

13：35－13：501C351蕊（東大気候システム）誤差成長の理論と機動的観測について一レビュー一【Pl

2．現場観測

13：50－14：051c352鷺・男lj所康太郎（気象研）無人気象観測機による機動的な台風・梅雨観測の現状と展望

14：05－14：171C353磁・城岡竜一（観測フロンティア）他7名Aerosondeを用いたパラオ周辺海上での対流圏下層の
　　　　　　　　観測

3．地上遠隔観測

14：17－14：321c354蕪・加藤美雄（気象庁高層気象）他5名気象庁ウィンドプロファイラ観測網一wmDAs一【P】

14：32－14：441C355裏撫・岩波越（防災科研）他4名Xバンド偏波レーダーによる降水量推定に関する研究（その1）
　　　　　　　　一Xバンド偏波レーダーの利点一IP】

14：44－14：561C356鰍・中ノll勝広（通総研）他4名沖縄バイスタティック偏波降雨レーダー（COBRA）による次世
　　　　　　　　代の気象レーダー観測【PI

15：00－15：151休憩

4．衛星遠隔観測

15：15－15：30i　C357鰍（名大地球水循環）全球降水観測計画（GPM）

15：30－15：451C358罎・青山雄一（京大宙空電波）GPS－LEO掩蔽観測

5．データ同化・数値モデル

15：45－16：001C359霞醸（気象庁数値予報）データ同化と適応観測

16：00－16：121C360燃・石川裕彦（京大防災研）GMSを用いたチベット高原上の地表面温度の算出

16：12－16：271C361撚・男IJ所康太郎（気象研）他X－BAIU－01期間中に観測された降雨の予想失敗例とその原因
　　　　　　　　一非静力学モデルによる降雨予測の今後の展望一IP】

6．総合討論

16：30－17：001話題提供：中澤哲夫（気象研）・露木義（気象庁数値予報）「THORpexで日本は何をやるか」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D会場

　　　　　　　　　　　　　　　　　専門分科会『GPS気象学』

　　　　　　　　　　　　　し《～は講演者を表す．【Pl＝PCプロジェクター使用予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：内藤勲夫（国立天文台）

13：30－13：451D351甑（気象研）・内藤勲夫（国立天文台）「GPS気象学」は何を狙い、何を達成したか？Ip】

13：4544：051D352轍（産総研）GPS観測からの可降水量の推定【P】

14：05－14：20P353撫（科技団／気象研）GEONETがとらえた日本列島スケールの水蒸気の動態【P］

14：20－14：35i　D354撚（群馬大教育）・木村富士男（筑波大）他2名半盆地における日没後の可降水量と対流活動の
　　　　　　　　極大

14：35－14：50P355獅・神田学（東工大）他1名対流性集中降雨の先行指標としてのGPS可降水量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：中村一（気象研）

14：50－15：05P356萬納寺信崇（気象庁気侯情報）・燃（気象庁数値予報）GPS可降水量の数値予報での利用

15：0545：301D357囎・中村一（気象研）他5名つくばGPS稠密観測：GPS解析の改良と視線方向の水蒸気解析
　　　　　　　　IPI

15：30－15：45P358灘・中村一（気象研）他GPS視線水蒸気量を用いたトモグラフィー法による水蒸気3次元分布
　　　　　　　　の推定

15：45－16：051D359畿・津田敏隆（京大宙空電波）他2名GPS大気掩蔽法～GPS－LEO・ダウンルッキング掩蔽観
　　　　　　　　測～

16：05－16：15i内藤勲夫（国立天文台）まとめ

16：15－17：001総合討論
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＜A＞
Abe　Manabu（阿部学）

Abo　Toshihira（阿保敏広）

Adachi　Ahoro（足立アホロ）

Akaeda　Kenji（赤枝健治）

Akaeda　Kenji（赤枝健治）

Akahori　Koji（赤堀浩司）

Akiyoshi　Hideham（秋吉英治）

Ando　Kentaro（安藤健太郎）

Aoki　Kazuma（青木一真）

Aoki　Teruo（青木輝夫）

Aomshi　Kazumasa（青梨和正）

Aoyama　Yuichi（青山雄一）

Arai　Kenichiro（新井健一郎）

Arai　Miki（荒井美紀）

Arakawa　Hiroyuki（荒川浩幸）

Arakawa　Takashi（荒川隆）

Araki　Ryuzo（荒木龍蔵）

Arao　Kimio（荒生公雄）

Arao　Kimio（荒生公雄）

Aruga　Hiromitsu（有賀啓満）

Asami　Yukihiro（浅見幸宏）

Asanuma　Jun（浅沼順）

＜B＞
Baba　K鋤i（馬場賢治）

Bessho　Kotaro（別所康太郎）

＜C＞
Cha　Eun－Jeong（車恩貞）

Chen　Jingyang（陳敬陽）

Chiba　Yukiko（千葉ゆきこ）

P167

C109
P187

P138

P223

C310

Al60
P268

D310
P371

P382

D359
P251

C309
Pl81

P328

P314

A114
P242

P269

P189

C208

P282

Pl12

P322

P309

P133
Chikamoto　Yoshimitsu（近本喜光）P271

Chuda　Takashi（中田隆）

＜D＞
Deguchi　Eri（出口絵里）

Dokiya　Yukiko（土器屋由紀子）

Dokiya　Yukiko（土器屋由紀子）

＜E＞
Eguchi　Nawo（江口菜穂）

Eito　Hisaki（永戸久喜）

Emori　Seita（江守正多）

Enomoto　Takeshi（榎本剛）

＜F＞
Fudeyasu　Hironori（筆保弘徳）

Fujibe　Fumiaki（藤部文昭）

F頭be　Fumiaki（藤部文昭）

F両ii　Masahiko（藤井賢彦）

Fuliwara　Masatomo（藤原正智）

Fゆwara　Masatomo（藤原正智）

Fukabori　Masashi（深堀正志）

Fukao　K既uhito（深尾一仁）

Fukao　Shoichiro（深尾昌一郎）

C353

P162
P109

P227

B109

B157
A106
D104

A204
B205

B206
P275

B102
P349

D312
P324

C101
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講演者索引

Fukuda　Kazuyo（福田和代）　　　P121

Fukutomi　Yoshiki（福富慶樹）　　P171

Furumoto　Junichi（古本淳一）　　C107

Fushimi　Katsuhiko（伏見克彦）　A157

＜G＞
Gamo　Minom（蒲生稔）
Geng　Biao（月火馬票）

Geng　Biao（耳火馬票）

P236

B203
B357

＜H＞
Haginoya　Shigenoh（萩野谷成徳）P274

Hamada　Atsushi（濱田篤）　　　B110

Han　Jianyu（韓建宇）　　　　　P194

HanafUsa　Tatsuo（花房龍男）　　C153

Hanafhsa　Tatsuo（花房龍男）　　D303

Hara　Keiichim（原圭一郎）　　　P240

Hara　Tomohiro（原智宏）　　　　p323

Hara　Tomonori（原朋憲）　　　　B305

Hara　Yukio（原由紀男）　　　　P123

Harada　Chikako（原田千夏子）　P278

Harada　Kennichi（原田憲一）　　P177

Hasebe　Fumio（長谷部文雄）　　B106

Hashiguchi　Hiroyuki（橋口浩之）clo2

Hashimoto　Akihiro（橋本明弘）　P131

Hashiya　Eisuke（橋谷英介）　　　C206

Hatanaka　Norihiro（畠中準裕）　P288

Hatsushika　Hiroaki（初鹿宏壮）　B105

Hattori　Miki（服部美紀）　　　　P164

Hayasaka　Tadahiro（早坂忠裕）　AlO8

Hayasaka　Tadahiro（早坂忠裕）　D309

Hayasaki　Masamitsu（早崎将光）　P185

Hayashi　Masahiko（林政彦）　　B112

Hayashi　Masahiko（林政彦）　　P168

Hayashi　Syugo（林修吾）　　　　P254

Hayashida　Sachiko（林田佐智子）A112

Higurashi　Akiko（日暮明子）　　A103

Hiramatsu　Kazuhiko（平松和彦）　P346

Hirano　Akira（平野映良）　　　A207

Hirono　MasafUmi（博野雅文）　　C307

Hiyama　Tetsuya（檜山哲哉）　　B366

Hiyama　Tetsuya（檜山哲哉）　　P127

Hizuka　Kiyomitsu（肥塚清光）　　P294

Honma　Akira（本間晃）　　　　　P130

Hori　Masatake（堀正岳）　　　　C203

Horie　Hiroaki（堀江宏昭）　　　P358

Hosaka　Masahiro（保坂征宏）　　Pl76

Hoshino　Syunsuke（星野俊介）　P312

Hozumi　Yu（穂積祐）　　　　　C204

＜1＞
Ichinose　Kazuyoshi（市瀬和義）　P125

1chiyangi　Kimpei（一柳錦平）　　P276

1ga　Shinichi（伊賀晋一）　　　　P333

1garashi　Hiromichi（五十嵐弘道）P172

Ikeda　Tairon（池田泰論）

lkeuchi　Izumi（池内和泉）

Imamura　Takeshi（今村剛）

Imgaki　Atsushi（稲垣厚至）

lnoue　Tomoshige（井上知栄）

Inoue　Tomotsugu（井上智亜）

lnoue　Toshiro（井上豊志郎）

lshida　Junichi（石田純一）

Ishida　Shinichi（石田晋一）

Ishihara　Masahito（石原正仁）

Ishii　Masayoshi（石井正好）

Ishikawa　Masaaki（石川雅章）

lshizaki　Noriko（石崎紀子）

Islam　Nazrul
Itagaki　Akihiko（板垣昭彦）

Itano　Toshihisa（板野稔久）

Ito　Akihiko（伊藤昭彦）

Iwabuchi　Tetsuya（岩淵哲也）

Iwabuchi　Tetsuya（岩淵哲也）

lwabuchi　Tetsuya（岩淵哲也）

Iwai　Satoshi（岩井聡）

Iwamoto　Takuya（岩本拓也）

Iwammi　Koyuru（岩波越）

Iwao　Koki（岩尾航希）

Iwasaki　Hiroyuki（岩崎博之）

Iwasaki　Hiroyuki（岩崎博之）

Iwasaki　Suginori（岩崎杉紀）

＜K＞
Kai　Kenji（甲斐憲次）

Kゆno　Mizuo（梶野瑞王）

K句ino　Mizuo（梶野瑞王）

K邸wara　Makoto（梶原誠）

Kamei　Akihide（亀井秋秀）

Kame　Shinjiro（鼎信次郎）

Kanai　Hidemoto（金井秀元）

Kanamaru　Yukiko（金丸由紀子）

Kanehisa　Hirotada（金久博忠）

Kasai　Yasuko（笠井康子）

Kato　Kuranoshin（加藤内蔵進）

Kato　Kuranoshin（加藤内蔵進）

Kato　Masaya（加藤雅也）

Kato　Taro（加藤太郎）

Kato　Teruyuki（加藤輝之）

Kato　Teluyuki（加藤輝之）

Kawabata　Takuya（川畑拓矢）

Kawahara　Kyoichi（河原恭一）

Kawahara　Yasuhiro（川原靖広）

Kawahira　Kohli（川平浩二）

Kawai　Takashige（河合隆繁）

Kawai　Tom（河合徹）

Kawam6to　Hamko（川本温子）

Kawamoto　Kazuaki（河本和明）

Kawamura　Ryuichi（川村隆一）

Kawano　Tetsuya（川野哲也）

Kawasaki　Nobuaki（川崎宣昭）

P215

P155

C301

P331

P160

P210
P363

B306
P113

C354
C202
P261

P267

B201

P393

P216

A104
D353
P388

P389

P351

P285

P305

P228

D354
P387

P132

P348

A102
P243

Cl51

P360

B353
P250

C211
P337

Pl49

B354
D107
P301

P151

C361

P325

P392

P190

P256

A158
P283

P330

P376

D307
DlO6
P255

C154
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Kawashima　Shigeto（川島茂人）　P169

Kawatani　Yoshio（河谷芳雄）　　C304

Kayaba　Nobuyuki（萱場瓦起）　　P287

Kazumoh　Masahiro（計盛正博）　P316

Ki㎞chi　Katsuhiro（菊地勝弘）　A151

Kikuchi　Kazuyoshi（菊地一佳）　P211

Ki㎞chi　Nobuyuki（菊地信行）　P233

KimotoMasahide（木本昌秀）　　A110

Kimoto　Masahide（木本昌秀）　　C351

Kimura　Reiji（木村玲二）　　　　P128

Kimura　Toshiyoshi（木村俊義）　P369

Kita　Kazuyuki（北和之）　　　　　P235

Kitabatake　Naoko（北畠尚子）　A202

Kitagawa　Hiroto（北川裕人）　　B311

Kitagawa　Nobuichiro（北川信一郎）B301

Kobayashi　Chiaki（小林ちあき）　C157

Kobayashi　Fumiaki（小林文明）　B151

Kobayashi　Nakako（小林菜花子）P115

Kobayashi　Takahisa（／」・林隆久）　C106

Kodama　Yasumasa（児玉安正）　A201

Koike　Makoto（小池真）　　　　A156

Koizumi　Ko（小泉耕）　　　　　D356

Koizumi　Ko（小泉耕）　　　　　P318

Komatsu　Teruhisa（小松輝久）　　P234

Kondo　Yutaka（近藤豊）　　　　AIll

Kozawa　Hisashi（小澤久）　　　　　P159

Kubota　Hisayuki（久保田尚之）　P308

Kudo　Makoto（工藤誠）　　　　P120

Kudo　Taiko（工藤泰子）　　　　P137

K両i　Makoto（久慈誠）　　　　　D308

Kumagai　Hiroshi（熊谷博）　　　P361

Kurokawa　Junichi（黒川純一）　　P248

Kurosaki　Yasunori（黒崎泰典）　P244

Kusunoki　Kenichi（楠研一）　　B156

Kuwagata　Tsuneo（桑形恒男）　　P273

Kyouda　Masayuki（経田正幸）　B310

＜L＞
Luce　Hubert

＜M＞
Maesaka　Takeshi（前坂剛）

Maki　Masayuki（真木雅之）

Mano　Yuzo（真野裕三）

Masuda　Kazuhiko（増田一彦）

Matsueda　Mio（松枝未遠）

Matsuki　Atsushi（松木篤）

Matsumoto　Jun（松本淳）

P354

B356
C355
D311
P368

P321

P145

B351
Matsushima　Kazuhim（松島和宏）P335

Matsuura　Tomonori（松浦知徳）　A205

Matsuyama　Hiroshi（松山洋）　　P293

Meisei　Denki（明星電機）　　　P395

Michimoto　Koichiro（道本光一郎）一P142

Minoura　Daisuke（箕浦大介）

Misumi　Ryohei（三隅良平）

Miura　Hiroaki（三浦裕亮）

Miura　Kazuhiko（三浦和彦）

Miyata　Akira（宮田明）

Miyazaki　Yasuhiko（宮崎保彦）

P266

B303
P329

P367

P295

P214

2002年4月

Miyazaki　Yuzou（宮崎雄三）　　P148

Mizuta　Ryo（水田亮）　　　　　P341

Mochizuki　Takashi（望月崇）　　P280

Moh　Atsushi（森厚）　　　　　C155

Mori　Mariko（森真理子）　　　　P103

Mohmoto　Takeshi（森本健志）　D304

Moriwaki　Ryo（森脇亮）　　　　D355

Moriwaki　Ryo（森脇亮）　　　　　P106

Moteki　Qoosaku（茂木耕作）　　B358

Mukougawa　Hitoshi（向川均）　　P343

Muraji　Yoshitaka（村治能孝）　　P307

Murakami　Shigenoh（村上茂教）　P166

Muramatsu　Hisafhmi（村松久史）A159

Murata　Akihiko（村田昭彦）　　P217

Murata　Fumie（村田文絵）　　　P213

Murayama　Yasuhiro（村山泰啓）　C303

Muroi　Chiashi（室井ちあし）　　P326

＜N＞
Nagai　Haruyasu（永井晴康）　　P290

NaganoYoshinori（永野良紀）　　P272

Nagashima　Tatsuya（永島達也）　P158

Nagata　Rena（永田玲奈）　　　　P270

Nakaegawa　Tosiyuki（仲江川敏之）P175

Nakagawa　Kiyotaka（中lll清隆）　P205

Nakagawa　Kiyotaka（中メll清隆）　P381

Nakai　Sento（中井専人）　　　　P264

Nakajima　Hideaki（中島英彰）　C311

Nakamura　Ayako（中村綾子）　　P259

Nakamura　H句ime（中村一）　　　D351

NakamuraHajime（中村一）　　　P394

Nakamura　Hisashi（中村尚）　　　D103

Nakamura　Ke可i（中村健治）　　B362

Nakamura　Kenji（中村健治）　　C357

Nakamura　Kozo（中村晃三）　　B355
Nakamura　Tak両’i（中村卓司）　　P232

Nakao　Tetsuya（中尾哲弥）　　　P310

Nakaoka　Shinichiro（中岡慎一郎）P150

Nakazato　Masahisa（中里真久）

Nakazawa　Tetsuo（中澤哲夫）

Na㎞ra　Yoshinobu（名倉義信）

Naoe　Hiroaki（直江寛明）

Nasuno　Tomoe（那須野智江）

Nemoto　Manabu（根本学）

Niisoe　Tamon（新添多聞）

Ninomiya　Kozo（二宮洗三）

Nishigaki　Tsuguhito（西垣語人）

Nishigaki　Tsuguhito（西垣語人）

Nishikawa　Tom（西川徹）

Nishimori　Motoki（西森基貴）

Nishimura　Masaaki（西村昌明）

Nishioka　Tomoko（西岡友子）

Nishizawa　Seiya（西澤誠也）

Nishizawa　Tomoaki（西澤智明）

Niwano　Masanoh（庭野将徳）

Noda　Akira（野田暁）

Noda　Akira（野田彰）

Nodzu　Masato（野津雅人）

Noguchi　Katsuyuki（野口克行）

P247

C352
D302
A153
P252

P182

P146

A115
P111

P226

D313
D108
P380

P258

P342

P366

C312
B208

A109
P277

P231

363

Noguchi　Wataru（野口渉）

Nohara　Daisuke（野原大輔）

Nohara　Daisuke（野原大輔）

＜0＞
Oda　Masahito（小田昌人）

Odaka　Masatsugu（小高正嗣）

Ogi　Masayo（小木雅世）

Ohdaira　Tomoaki（大平智章）

OhfUchi　Watam（大淵済）

Ohno　Yuichi（大野裕一）

Ohno　Yuichi（大野裕一）

Ohtani　Ryu（大谷竜）

Ohya　Y両i（大屋裕二）

Oishi　Eiko（大石英子）

Oishi　Tetsuya（大石徹也）

Okada　Ki㎞o（岡田菊夫）

Okamoto　Hajime（岡本創）

Okamoto　Kozo（岡本幸三）

Okamoto　Noriko（岡本典子）

Oki　Taikan（沖大幹）

Oku　Yuichiroh（奥勇一郎）

P390

P110

P225

P336

C302
P284

P207

P129

C103

D306
D352
P117

P141

P265

A152
P372

P364

B104
A113
C360

0㎞mura　Shinichiro（奥村真一郎）P303

Onishi　Michitaka（大西道隆）

Orikasa　Narihiro（折笠成宏）

Orito　Kohtaro（折戸光太郎）

Osada　Kazuo（長田和雄）

Ose　Tomoaki（尾瀬智昭）

Oshima　Kazuhiro（大島和裕）

Owada　Hiromi（大和田浩美）

Oyama　Shinichiro（大山伸一郎）

＜P＞
Park　Sang－Goon（朴相郡）

＜R＞
Reddy㎞shna．K

＜S＞
Sagawa　Masato（佐川正人）

Saito　Kazuo（斉藤和雄）

Saito　Taku（斎藤琢）

Sakagami　Kohei（坂上公平）

Sakai　Kotaro（酒井孝太郎）

Sakakibara　Yasushi（榊原保志）

Sakamaki　Hiroshi（酒巻洋）

Sakamoto　Kei（坂本圭）

Sakamoto　kohei（坂本昇平）

Sakamoto　Naomi（坂元尚美）

Sa㎞rai　Namiko（櫻井南海子）

Sa㎞rai　Shunsuke（櫻井俊輔）

Sasaki　Taichi（佐々木太一）

Sasaki　Yoshiaki（佐々木佳明）

Sasaoka　Masahiro（笹岡雅宏）

Sasaoka　Masahiro（笹岡雅宏）

Satake　Shinsuke（佐竹晋輔）

Sato　Kaoru（佐藤薫）

Sato　Kaoru（佐藤薫）

Sato　Yoshiaki（佐藤芳昭）

P383

B160
P156
P241

C159
P315

P373

C305

P304

P352

B304
B307
P237

C152
A105
P203

D305
D102
P163

P291

P313

P143

P385

P263

P188

P350

P152

C108
P230

P319

99
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Sato　Yosuke（佐三藤F易介）　　　　　　P375

Satoh　Masaki（佐藤正樹）　　　B308

Satoh　Shinsuke（佐藤晋介）　　C356

Satomura　Takehiko（里村雄彦）　B360

Segawa　Tomonori（瀬川知則）　　P201

Seiki　Ayako（清木亜矢子）　　　P212

SekiyamaTsuyoshi（関山剛）　　P249

Seko　Hiromu（瀬古弘）　　　　　D358

Seko　Hiromu（瀬古弘）　　　　　　P391

Shibagaki　Yoshiaki（柴垣佳明）　ClO4

Shibagaki　Yoshiaki（柴垣佳明）　P260

Shibata　Takashi（柴田隆）　　　Blll

Shige　Shoichi（重尚一一）　　　　P204

Shimamura　Yuichi（島村雄一）　P292

Shimizu　Atsushi（清水厚）　　　Pl54

Shimizu　Shingo（清水慎吾）　　　P257

Shimoyama　Hiroshi（下山宏）　　pll6

Shinoda　Masato（篠田雅人）　　C205

Shiogama　Hideo（塩竈秀夫）　　P281

Shiokawa　Kazuo（塩川和夫）　　C306

Shiotani　Masato（塩谷雅人）　　BlOl

Shiraishi　Masashi（白石将）　　　P136

Shirooka　Ryuichi（城岡竜一）　　B364

shoji　Akiko（小司晶子）　　　　c201

Shoji　Yoshinori（小司禎教）　　D357

Shoji　Yoshinori（小司禎教）　　　P384

Sigmet　Japan（シグメットジャパン）P355

Sudo　Kengo（須藤健悟）　　　　B107

Sugawara　HirofUmi（菅原広史）　PlO8

Sugawara　HirofUmi（菅原広史）　P224

Sugi　Masato（杉正人）　　　　　B312

Sugimoto　Nobuo（杉本伸夫）　　P206

Sugimoto　Norihiko（杉本憲彦）　P334

Sugimoto　Yukari（杉本ゆかり）　B152

Sugita　TakafUmi（杉田考史）　　Al61

Sugiyama　Koichiro（杉山耕…郎）P104

Sugiyama　Koichiro（杉山耕一郎）P202

Sumi　Akimasa（住明正）　　　　AlO7

Suto　Mihoko（須藤美穂子）　　　P306

Suzuki　Hiroto（鈴木博人）　　　P209

Suzuki　Junko（鈴木順子）　　　Pl93

Suzuki　Shinichi（鈴木真一）　　　p183

Suzuki　Tomoyuki（鈴木智幸）　　P140

Suzuki　Tsuneaki（鈴木恒明）　　Cl56

＜T＞
Tabata　Dan（田畑弾）

Tabata　Dan（田畑弾）

Tada　Hideo（多田英夫）

Tagawa　Tetsuya（田川哲也）

Taguchi　Shoichi（田口彰一一

Tahira　Makoto（田平誠）

Takada　Shinichi（高田伸一一）

Takada　Shinichi（高田伸…）

Takagi　Masahiro（高木征弘）

Takahashi　Chuji（高橋忠司）

PlO7

P222
Cl　l　O

P357

AlOl

C210
B153
B　I54

P340

B210

100

Takahashi　Hiroshi（高橋洋i）　　　　P279

Takahashi　Kiyotoshi（高橋清利）　P173

Takahashi　Satoshi（高橋聡司）　C207

Takaki　Toshiaki（高木敏明）　　B309

Takano　Kiyoham（高野清治）　　C160

Takano　Toshiaki（鷹野敏明）　　P356

Takashima　Hisahiro（高島久洋）　Pl92

Takaya　Yoshimasa（高谷美正）　P102

Takegawa　Nobuyuki（竹川暢之）Al54

Takemura　Toshihiko（竹村俊彦）　P157

Takeuchi　Ushio（竹内丑雄）　　　p179

Tamura　Akio（田村昭夫）　　　　P362

Tanaka　Daisuke（田中大介）　　p33g

Tanaka　Hiroshi（田中博）　　　　C308

Tanaka　Kenji（田中建路）　　　p126

Tanaka　Minoru（田中実）　　　　P180

Tanaka　Taichu（田中泰宙）　　　P245

Tauchi　Toshiharu（田内利治）　　p317

Terao　Tom（寺尾徹）　　　　　B363

Terao　Tom（寺尾徹）　　　　　D105

Terao　Yukio（寺尾有希夫）　　　P229

Teshiba　Michihiro（手柴充博）　A206

Togawa　Hiroki（戸川裕樹）　　　P365

Tokinaga　Hiroki（時長宏樹）　　P165

Tomine　Kikuro（遠峰菊郎）　　　D301

Tomita　HirofUmi（富田浩文）　　Pl78

Tomita　Tomohiko（冨田智彦）　C161

Toyama　Naoko（外山奈央子）　　B204

Toyota　Eizi（豊田英司）　　　　P345

Trochkine　Dmitri　　　　　　　　　P144

Tsubota　Atsuo（坪田敦緒）　　　B158

Tsubota　Yukimasa（坪田幸政）　P208

Tsuda　Toshitaka（津田敏隆）　　B103

TsudaYoshitaka（津田敏隆）　　C358

Tsuji　Koichiro（辻宏一郎）　　　A210

Tsushima　Yoko（封馬洋子）　　BlO8
Tsutsui　Junichi（筒井純一）　　　P218

Tsuyuki　Tadashi（露木義）　　　C359

＜u＞
Uchida　Takanori（内田孝紀）　　Pl24

Uchiyama　Takao（内山貴雄）　　Pl70

Uda　Manami（宇田真奈美）　　　Pllg

Ueda　Hiroaki（植田宏昭）　　　B352

Uematsu　Akihisa（植松明久）　　Pl35

Ueno　Kenichi（上野健一）　　　B365

Ueno　Yoshikazu（上野義和）　　PlOl

Uenobe　Fumi（上延史）　　　　P311

Ukisu　Mariko（浮須真理子）　　P286

Ushio　Tomoo（牛尾知雄）　　　B302

Ushiyama　Tomoki（牛山朋来）　　P253

＜W＞
Wada　Eiko（和田英子）　　　　Pl34
Wakaura　Masatsugu（若浦雅嗣）　P378

Wakayama　Toshio（若山俊夫）　P191

Watanabe　Akira（渡辺明）

Watanabe　Akira（渡辺明）

Watambe　Masaharu（渡辺征春）

Watanabe　Masahiro（渡部雅浩）

Watanabe　Masahiro（渡邊匡央）

Watambe　Shinya（渡辺伸也）

Watambe　Tsutomu（渡辺力）

Watarai　Yasushi（渡来靖）

Worthington　Richard

Wu　Peiming（伍培明）

＜X＞
Xu　Jianqing（徐健青）

＜Y＞
Yabuki　Masanori（矢吹正教）

Yagi　Katsumasa（八木勝昌）

Yahagi　Toshihiro（矢萩智裕）

Yamada　Hiroyuki（山田広幸）

Yamada　Kazutaka（山田和孝）

Yamada　Maromu（山田丸）

Yamada　Masahito（山田雅仁）

Yamada　Yoshinori（山田芳則）

Yamamori　Miho（山森美穂）

Yamamoto　Akira（山本哲）

Yamamoto　Masaru（山本勝）

Yamamoto　Masaru（山本勝）

Yamamoto　Masayuki（山本真之）

Yamamoto　Munehisa（山本宗尚）

Yamamka　Manabu（山中大学）

Yamasaki　Masanori（山岬正紀）

Yamashita　Akira（山下晃）

Yamashita　Katsuya（山下克也）

Yamauchi　Hiroshi（山内洋）

Yamauchi　Hiroshi（山内洋）

Yamazaki　Atsushi（山崎淳）

Yamazaki　Mitsum（山崎充）

Yamazaki　Takeshi（山崎剛）

Yanase　Watam（柳瀬亘）

Yasunaga　Kazuaki（安永数明）

Yatagai　Akiyo（谷田貝亜紀代）

Yoshida　Akira（吉田聡）

Yoshida　Masam（吉田優）

Yoshida　Satoru（吉田智）

Yoshida　Yukio（吉田幸生）

Yoshihara　Hanako（吉原華子）

Yoshikane　Takao（吉兼隆生）

Yoshikane　Takao（吉兼隆生）

B361

C105
P302

A209
P377

P219

P118

P186

P353

P386

Pl61

P239

D101
P147

B202
P320

P347

P122

P359

P338

B159
P105

P221

P195

P262

A208
A203
P332

P238

P139

P220

P379

P114

C209

B209
P153

P174

P184

B207
P374

P370

Bl55
B359
P289

Yoshimatsu　Kazuyoshi（吉松和義）P246

Yoshimura　Hiromasa（吉村裕正）P344

Yoshioka　Mayumi（吉岡真由美）P327

Yukimoto　Seiji（行本誠史）　　　C158

＜Z＞
Zaizen　Yuji（財前祐二） Al55
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